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新生児 ･乳児モデルを使用した小児看護学演習による
対象理解の導入としての効果

糠 塚 亜紀子 平 元 泉

要

本研究は新生児 ･乳児モデルを使用した小児看護学演習において,学生が新生児および乳児をどのようにイメージ

したかを明らかにし,対象理解の導入としての効果を検討することを目的とした.短期大学看護学科2年生67名を対

象に,小児の養護の演習終了後の感想をデ-夕とし,質的 ･帰納的に分析した.結果, 【小児看護技術の特徴】,

【子どもの特性】, 【感想 ･課題】, 【愛着】, 【養育者への思い】q)カテゴリが得られた. 【小児看護技術の特徴】

が最も多く記述され,演習は学生にとって技術習得の意味が大きかった. 【子どもの特性】では,子どもの成長発達

上の特徴を示す内容が記述され,学生は子どもの特性を具体的にイメージできた. 【愛着】, 【養育者-の思い】で

は,学生は子どもに対する愛着を喚起し,養育者へも思いを及ばせていることから,子どもとその家族も含めて,看

護対象の理解を深めたと思われる.以上より,モデルを使用することは,子どもの早期イメージ化をはかり,対象理

解の導入としても有効な教授方法であることが示唆された.

Ⅰ.はじめに

小児看護学技術演習において,教員は様々な教授方

法を検討しているが,新生児 ･乳児を対象とするもの

ではモデルを使用しているのが現状である.モデルを

使用した小児看護技術演習では,実際に子どもの看護

場面を想定して演習を行い,子どもの日常生活援助の

実践に必要な基礎看護技術演習の習得ができることを

目指しており1),臨床実習への導入として,モデルを

使用した学内演習の意義は大きいと思われる.しかし,

実際の子どもの反応を予測し,特徴を理解するには限

界があり,技術の手順等がインプットされるだけで,

援助技術の意味づけは実感できず,感覚の統合や相互

作用はおこらないといわれている2)3)4).しかしながら,

子どもと接する機会が少なくなってきている昨今,学

生にとってモデルを使用する演習は,子どもの存在を

認知し,子どもの像を思い浮かべるよい機会となりえ

る.そして,看護対象である子どもを具体的にイメー

ジし,学習意欲を高めることができる教授方法ではな

いかと考える.そこで,初めての小児看護学技術演習

における学生の子どもに対するイメージ化を明らかに

し,対象理解の導入としての効果を検討したので報告

する.

Ⅱ.研究目的

1.新生児 ･乳児モデルを使用した小児看護学演習に

おいて,学生が新生児および乳児をどのようにイメー

ジしたかを明らかにする.

2.新生児 ･乳児モデルを使用した小児看護学演習の

対象理解の導入としての効果を検討する.

Ⅲ.研究方法

1.対象

小児の養護の演習を実施したA短期大学看護学科 2

年生77名に対し,成績評価終了後,研究の趣旨,参加

方法,プライバシー保護,自由参加の権利について説

明し,同意が得られた67名を対象とした.
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2.データ収集方法および分析方法

演習終了後に学生が小児の養護を実施した感想を自

由記述したレポートをデータとした.1人の学生の記

述した内容が単一要素になるように文脈を区切り,要

約し,それを1件とした.分析は質的･帰納的に行い,

記述内容の類似性 ･異質性に基づき分類し,分類した

ものに含まれる類似性について表現し,カテゴリ化し

た.分析の各段階において,研究者間で同様の見解が

得られるまで内容を検討し,分析の信頼性,妥当性の

確保に努めた.

3.小児看護学演習の概要

小児保健1単位 (30時間)のうち,単元 ｢小児の栄

養｣6時間,｢小児の養護｣6時間の講義終了後,調乳

および小児の養護の技術演習を設定している.小児の

養護の演習項目は,だっこ･おんぶ,衣服の着脱,お

むっ交換,ベッドの取り扱いである.演習目標は,1.

小児を具体的にイメージし特徴を理解できる,2.小児

の日常生活の援助技術を習得する, -3.小児の安全安楽

を考慮して養護する必要性を理解できる,4ノJ＼児の養

表 1 各カテゴリの記述状況 【小児看護技術の特徴】

護技術を保護者への指導に活用できることであった.

演習の方法は,はじめに教員が各項目についてデモン

ストレーションを行った後,学生が各項目を新生児 ･

乳児モデルを使い実施した.

Ⅳ.結 果

313件の記述が抽出され,5つのカテゴリが得られ

た.その5つのカテゴリは, 【小児看護技術の特徴】

148件(47.3%), 【子どもの特性】60件(19.2%), 【感

想 ･課題】が56件(17.9%), 【愛着】27件(8.6%),

【養育者への思い】22件(7.0%)であった.各カテゴ

リの記述内容は以下のとおりであった.

【小児看護技術の特徴】は,小児看護特有の観察点

や留意点および根拠に関する気づきゃ学びを示す記述

であった.このカテゴリ~はさらに10項目に分類できた.

各項目の内容は,記述件数の多い順に以下のとおりで

ある (表1).[観察の必要性と留意点]は,表情,顔
負,皮膚,発汗,冷感,泣き声の観察が大切,子ども

のサインを見逃さない,看護師の気づさが大切などの

項目 記述例 記述件数(%)

観察の必葺性と留意点 ･表情､顔色､皮膚､発汗､冷感､泣き声の観察が大切である 34(23.0)

･赤ちゃんのサインを見逃さないことが重要である

安全への配慮 ･安全を考えて実施しなければならない 33(22.3)

･周囲の危険なものを確認する

アタッチメント､コミュニケーション ･あやしながら実施する 14(9.4)

･愛情をもって捧する

根拠を理解する必要性 t成長.発達を理解する必要がある 13(8_8)

･原理.原則を踏まえたケアが必要である

保温に留意した迅速な援助 ･保温に気をつけすばやく援助する 12(8.1)

･時間がかかると不快な気持ちにさせてしまう

成長発達に合わせた援助 ･その子の時期に合った物品の選択や援助が大切である ll(7.4)

･健やかに成長できるよう援助していく必要がある

養護の必要性 ･ちょっとしたことにも気配りが必要である 10(6.8)

･全てにおいてケアが必要である

安楽の必要性 ･安楽への配慮が必要である 8(5.4)

･児に負担をかけない

看護技術の熟練の必要性 ･高い技術が必要やある 8(5.4)

･基礎看護技術の応用である
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表2 各カテゴリの記述状況 【子どもの特性】

項目 記述例 記述件数(%)

モデルとの相違 ･実際の赤ちゃんは動いたり泣いたりするだろう 18(30.0)

･人形は反応がない

苦痛を表現できない ･乳幼児は苦痛を言葉で表現することができない 13(21.7)

･赤ちゃんは言葉を話せない

大きさ､重さ ･乳児は思つたより重い 9(15.0)

･新生児は小さい

危険を回避できない ･乳幼児は自ら危険を回避することができない 7(ll.7)

･大人と違いけがをしやすい

抵抗力が弱い '乳幼児は抵抗力が弱い 6(10.0)

･赤ちゃんは自分では清潔は保てない

関節の不安定 ･首が不安定である 3(5.0)

成長.発達 ･児の成長は急速である 3(5.0)

記述からなり,観察ポイントや観察の重要性を示す内

容であった.[安全への配慮]は,安全を考えた実施,

危険物の除去,股関節脱臼予防,転落防止などの記述

からなり,安全確保と事故防止,環境整備,さらに関

節可動域の注意等を示す内容であった.[アタッチメ

ント,コミュニケーション]は,あやす,愛情をもっ

て接する,声かけ,目線など,接し方やコミュニケー

ション技術に関する内容であった.[根拠を理解する

必要性]は,成長 ･発達を理解する必要性,養護の知

識を持っ必要性,援助の根拠など,成長発達など小児

の看護に関する知識を持ち,根拠のある看護の必要性

に関する内容であった.[保温に留意した迅速な援助]

は,すばやい援助,物品の準備,確認,手順など,保

温に留意した準備と実施に関する内容であった.[成

長発達に合わせた援助]は,個々の子どもに合った援

助の必要性,物品の選択,成長の促進,定頚前後を考

慮した援助など,対象に応じて援助を選択し,成長発

達を促進する必要性に関する内容であった.[養護の

必要性]は,気配りの必要性,守られるべき存在,す

べてにおいてケアが必要など,小児は養護の対象であ

ることを踏まえた看護に関する内容であった.[安楽

の必要性]は安楽への配慮,負担をかけない,苦痛を

与えないなど,安楽に留意する必要性を示す内容であっ

た.[看護技術の熟練の必要性]は,確実な看護技術

が必要など,小児看護は確実で熟練された技術が必要

であるという内容であった.

【子どもの特性】は,モデルを通して,実際の子ど

秋田大学医学部保健学科紀要 第12巻 第 2号

(43)

もの特徴を具体的に思い浮かべ,理解し,表現した記

述であった.このカテゴリはさらに8項目に分類でき

た.各項目の内容は,記述件数の多い順に以下のとお

りである (表2).[モデルとの相違]は,実際の子ど

もは動く,泣く,嫌がる,人形は無反応,思い通りに

できるなど,モデルと実際の子どもとのギャップを想

像している内容であった.[苦痛を表現できない]は,

苦痛を言葉で表現できない,新生児は言葉を話すこと

ができないなど,子どもの言語表現能力の不確立に関

する内容であった.[大きさ,重さ]は,思ったより

重い,乳児は重い,新生児は小さい,頭が大きいなど,

子どもの重量,大きさ,体型に関する内容であった.

[危険を回避できない]は,子どもは自ら危険を回避

できない,けがをしやすい,事故が起きやすいなど,

危険の認知,回避能力の不足を示す内容であった.

[抵抗力が弱い]は,子どもは抵抗力が弱い,自ら清

潔を保てないという,抵抗力不足や清潔保持の困難を

示す内容であった.

【感想 ･課題】は,演習を行った実感,実施の成否,

今後の実習への意欲や学習課題を示す記述であった.

このカテゴリはさらに以下の3項目に分類できた (義

3).[課題]は,復習が必要,確実にできるようにし

たい,今後実習や子どもと接するときに生かしたいな

ど,今後の実習や実生活における学生自身の学習課題

に関連する内容であった.[感想]は,戸惑った,時

間がかかった,楽しかったなど,演習の際の不安や戸

惑い,素直な実感を示す内容であった.[経験]は,
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表3 各カテゴリの記述状況 【感想･課題】

項目 記述例 記述件数(鶴)

課題 ･確実に技術を習得したい 21(37.5)

･今後の人生に生かしたい

感想 ･時間がかかった 19(33.9)

･楽しかつた

経験 ･初めての体験だった 16(28.6)

t子供の世話をしたことがあるのでなんなくできた

表4 各カテゴリの記述状況 【愛着】

項目 記述例 記述件数(鶴)

かわいい ･人形でも赤ちゃんはかわいい 17(63.0)

t実際の赤ちゃんはもつとかわいいだろう

愛情､思いやり ･自然と声をかけたくなる 10(37.q)

表 5 各カテゴリの記述状況 【養育者への思い】

項目 記述例 記述件数(鶴)

育児の実感 ･子育ての大変さがわかった 12(54.5)

･育児は手間がかかる

養育者への配慮 ･育児の負担を軽減できたらいい 6(27.3)

･母親にきちんとした技術と知識を指導したい

初めての経験だった,乳幼児と触れ合う機会がなかっ

た,子どもの世話の経験があったのでスムーズにでき

たなど,子どもと関わった経験の有無や経験の効果を

示す内容であった.

【愛着】は,モデルを通じて実際の子どものかわい

らしさを感じとり,愛情や思いやりの気持ちを表現し

ている記述であった.このカテゴリはさらに以下の3

項目に分類できた (表4).[かわいい]は,人形でも

新生児はかわいい,実際はもっとかわいいだろうなど,

子どもがかわいいという感情表現であった.[愛情,

思いやり]は,自然と声をかけたくなる,新生児を見

ていると笑顔になる,大切にしたい,いとおしいなど,

学生自身の子どもに対する愛情の情動,すなわち母性

愛を表現している内容であった.

【養育者への思い】は,演習を通して,擬似的に育

児体験をし,育児の大変さを実感した結果,養育者へ

148

の援助や配慮を示し,さらには自身の母親への尊敬や

感謝を感じ取っている内容であった.このカテゴリは

さらに以下の3項目に分類できた (表5).[育児の実

感]は,育児は大変,育児は手間がかかる,育児は疲

れるなど,育児の大変さを実感 した内容であった.

[養育者への配慮]は,育児の負担を軽減できたらい

い,母親に助言,指導ができるようになりたいなど,

養育者の育児への配慮や,養育者への看護に関する内

容であった.[自身の母親への尊敬]は,育児をして

きた自身の母親に感謝する,尊敬するなど,自身の母

親への尊敬を示す内容であった.

Ⅴ.考 察

モデルを使用した演習によって技術の準備や手順を

確認することは,実践的な関心を高め,技術の基礎を

習得することが可能であり,効果的な学習方法である
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ことは先行研究等ですでに明らかである5).そこで今

回は技術習得や講義と実習の統合をはかる目的だけで

なく,学生が子どもを具体的にイメージ化する目的と

してもモデルを使用した演習は効果があるのかを明ら

かにすることに注目した.そして,演習終了後の学生

の感想を分析した結果, 【小児看護技術の特徴】,

【子どもの特性】, 【感想 ･課題】, 【愛着】, 【養

育者への思い】の5つのカテゴリが得られた.

【小児看護技術の特徴】は,小児看護特有の観察点

や留意点および根拠に関する気づきゃ学びを示す記述

であった.技術習得に関する内容であり,演習目標と

照らし合わせても演習の効果として予測された結果で

ある.このカテゴリが最も多い記述数だったことは,

学生にとって演習は技術習得の意味が大きかったと考

えられる.また,カテゴリ内の記述の約半数を [観察

の必要性と留意点]23.0%と [安全への配慮]22.3%

の2つの項目が占めた.この結果は,学生は小児看護

学技術演習において,｢安全への配慮 ･事故防止｣6),

｢観察と安全への配慮｣7)を学んだという研究結果と一

致する.その他の項目も子どもを援助するときの具体

的なかかわり方や留意点を示すものである.学生はこ

れらを単にテクニックとしてとらえているのではなく,

子どもの特性をイメージし,理解した上で,基礎看護

技術を発展させ,小児看護技術の特徴を習得しようと

していると考える.学生は根拠をもった観察をするこ

とが子どもの安全につながり,看護師には熟練した技

術が要求されていると感じていると思われる.

【子どもの特性】は,モデルを通して,実際の子ど

もの特徴を具体的に思い浮かべて表現した記述であっ

た.小児看護学技術演習において学生は ｢小児の特性

を理解して援助する必要性｣7),｢乳児の特徴や表現の

意味を理解し,成長する存在としてとらえることが養

育者として大切であること｣6)を学んだという研究結

果と類似する.このカテゴリの項目である [大きさ,

重さ],[関節の不安定],[抵抗力が弱い],[活発],

[成長 ･発達]は,子どもの身体的形態や機能上の発

達の特徴を示している.また,[苦痛を表現できない],

[危険を回避できない]は,子どもの精神 ･運動機能

上の特徴を示している.学生はモデルを使った演習に

よって,講義で得た知識と統合して,身体的機能,知

的機能,情緒 ･社会性の全般にわたる子どもの成長発

達に関する特徴をとらえて,具体的にイメージし,義

現できたと考える.また,このカテゴリ内では,[モ

デルとの相違]が30%を占め,学生はモデルと実際の

子どもを比較して認識している.小児看護臨床実習に

おいて,泣く,動くなど人形とは違う反応をする患児

に対して苦労した体験を持っ学生も存在する8)が,演
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習にリアリティを求めるのは難しい現状である.一方,

実習において学生は,看護師や教員の患児との関わり

方のモデルを見たり,患児からよい反応を得られる体

験があると,実習の困難さを軽減させるという報告が

ある9).したがって,演習での介入よりも,実習にて

教員やスタッフが,モデルの提示や助言をしていくこ

とがギャップを埋めるのに効果的なのではないかと考

える.

【感想 ･課題】は,演習全体に対する抽象的表現で

はあるが,実習や学習への意欲の高まりを示すもので

あった.演習は臨床実習への意欲を高め,講義へのフィー

ドバックの動機付けとなっていると思われる.また,

[経験]の項目が抽出されたことより,実生活で子ど

もとかかわった経験が,少なからず援助の実施に影響

していると考えられる.

【愛着】は,モデルを通じて実際の子どものかわい

らしさを感じとり,愛情や思いやりの気持ちを表現し

ている記述であり,いずれも子どもに対する肯定的感

情であった.[かわいい]は,素直な感情であり,[愛

情,思いやり]は,学生自身の母性愛を表現している

内容であった.学生の母性愛の表出が,モデルによっ

ても促進されることは興味深い.看護学生は,子ども

に対して肯定的なイメージを持っといわれている10).

河上ら11)は,看護学生は子どもに対して ｢好き｣とい

う感情が強く,また ｢苦手意識｣が低くなり,接触体

験が増えるにつれ,子どものイメージを多方面からと

らえることができるようになったと報告した.今回モ

デルを使用した演習が,子どもとの接触の擬似体験と

なり,愛着という肯定的感情を持ったことで,子ども

の特性等のイメージが描出され,子どもを多面的にと

らえる一助となったのではないかと考える.このよう

な演習は,学生の母性意識,つまり,子どもが ｢かわ

いい｣,｢好き｣,｢庇護したい｣などと思う気持ち12)の

表出や,人間性の発達を促すことにも効果的なのでは

ないかと思われる.

【養育者への思い】は,演習を通した擬似的育児体

験により,学生自身が育児困難を感じた結果,養育者

への援助の必要性を感じて配慮を示し,さらには自身

の母親を尊敬し,感謝している内容であった.学生は

子どもの特性を理解できたため,モデルを使った短時

間の演習でも育児の大変さを実感した.一方で愛着を

もっこともできた.その2つを引き寄せて育児が大変

だったにもかかわらず,愛情を持って育ててくれた自

身の母親に感謝することができたのだと考える.さら

に,自身の母親を尊敬できたことは,子どもだけでな

く,子どもの養育者も含めて看護対象ととらえ,共感

できる素地が得られたと考えられる.その結果,[養
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育者への配慮]として,子どもの家族に対する援助の

必要性を理解できたと考える.モデルを使用した演習

により,子どもの親に対する共感から援助の行動化へ

発展させていくことも可能なのではないだろうか.

以上のカテゴリ問の関連から 【子どもの特性】をと

らえることは, 【小児看護技術の特徴】の理解につな

がると同時に,学生の 【愛着】を喚起して情緒発達を

促し, 【養育者への思い】にまで考えを及ぼせ,看護

対象としての理解を深めたと推測される.つまり 【子

どもの特性】をとらえることは,小児看護学の学習の

基盤となっていると考えられる.

技術演習は,子どもにかかわる体験の少ない学生が

演習することによって,その状況をイメージし,自分

で取り組むことができるようになるのを助けるという

意味がある1).本研究おいても,対象理解の導入とし

て,小児看護学演習にモデルを使用することは,子ど

もの早期イメージ化をはかる学習目的としても有効な

教授方法であることが示唆された.

今後は,学生が対象を理解するための効果的な教授

方法について,さらに検討を重ねることが必要である.

Ⅵ.結 論

1.新生児 ･乳児モデルを使用した小児看護学演習は,

学生が小児看護技術の特徴を理解し,子どもの特性を

イメージできると同時に,愛着や養育者への思いを感

じとることもできた.

2.新生児 ･乳児モデルを使用した小児看護学演習は,

子どもの早期イメージ化をはかり,対象理解の導入と

して,有効な教授方法であることが示唆された.
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ImagesFormedofNeonatesandInfantsinChildHealthNursing
PracticeutilizingNeonateandInfantModels

AkikoNukazuka lzumiHiramoto

CourseofNursing,SchoolofHealthScience,AkitaUniversity

Thepresentstudyaimstodeterminetheimagesthatstudentsformofneonatesandinfantsaftercomplet-

ingacourseonchildhealthnursingpracticeutilizingneonateandinfantmodels.Furthermore,theeffectas

introductionofobjectunderstandingisexamined.Sixty-sevensecond-yearcollegenursingstudentsweresur-

veyedaftercompletingthechildhealthnursingpracticecourse,anddatawerequalitativelyandinductively

analyzed.Thefollowingcategorieswereidentified:"characteristicsofchildhealthnursingtechniques","char-

acteristicsofchildren","impressionsandtopics","affection"and"concernsforguardians".Contentwashighest

forthecategoryof"characteristicsofchildhealthnursingtechniques",suggestingthatstudentsvaluedmost

thenursingtechniquestaughtonthecourse.Thecategoryof"characteristicsofchildren"containeditemsthat

wererelatedtothegrowthanddevelopmentofchildren,andenabledthestudentstoformconcreteimagesof

children.Thecategoriesof"affection"and"concernsforguardians"includeditemsthatwererelatedtoaffec-

tiontowardchildrenandconcernsfortheirguardians,suggestingthatthestudentsgainedanunderstanding

ofchildrenandtheirfamilieswithinthescopeofnursing.Takentogether,thefindingsindicatethattheuse

ofmodelsforintroducingstudysubjectsmaybeaneffectiveteachingmethodenablingstudentstoquickly

formimagesofchildren.
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